
＜教育目標＞「ふるさとを愛し 明るい未来を切り拓く 子どもの育成」 「かしこく ゆたかに たくましく」 

由利本荘市立子吉小学校 

学校だより 

第　 ３１　 号 

令和８年３月１３日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生のメッセージ 

一人一人が、自分の夢や思い出、大切にしている言葉、中学校での抱負などを胸を張って話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「

九

十

九

回

倒

さ

れ
て
も

百
回
目
に
立
ち
上
が
れ
ば

よ
い
」
苦
手
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
あ

き
ら

め
ず

に
、
中

学

校

で
も
頑

張

り
ま
す

。

　
阿
部
　
○
○

私
は
、
将
来
も
っ
と
優
し
い

人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
中
学
校
で
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に

し
て
、
友

達

づ
く
り
を
頑

張
り
ま
す
。 

阿
部
　
○
○

私
は
将
来
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
自
信
を
も
っ
て
勉
強
や

部
活
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

取
り
組
み
ま
す
。 

 

池
田
　
○
○

私
の
将

来
の
夢

は
、
音
楽

療
法
士
で
す
。
病
気
の
人

や
怪
我
を
し
て
い
る
人
を

元
気
に
す
る
音
楽
療
法
士

に
な
り
ま
す
。 阿

部
　 

 

○

僕
の
一
番
の
思
い
出
は
、
修

学
旅
行
で
す
。
ベ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
友
達
と
ゴ
ー
カ
ー
ト

に
乗
っ
た
り
、
自
分
で
好
き

な
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
し
た

こ
と
が
楽
し
か
っ
た
か
ら
で

す
。
　
　
　
阿
部
　
○
○

  卒業おめでとう！　令和７年度 卒業証書授与式卒業おめでとう！　令和７年度 卒業証書授与式 

３月１３日（金）、市教育委員会委員 佐藤美帆様、市議会議員 佐藤健司様、甫仮貴子様をはじめ、多くの

ご来賓と保護者の皆様、そして４・５年生、教職員が見守る中で、「子吉小学校最後の卒業証書授与式」が挙

行されました。穏やかな春の日差しの中、６年生の子どもたちは真新しい中学校の制服に身を包み、卒業証書

を手に誇らしげな表情で、「遠矚（えんしょく）の丘」から学び舎を巣立っていきました。 

令和２年、コロナ禍真っ只中の４月に入学した６年生は、休校や行事・学習活動の制限など、多くの我慢を

強いられながら学校生活を過ごしてきました。しかし、そのような状況下でも笑顔を絶やさず、互いを思いや

り協力しながら困難を乗り越え、たくさんの思い出とともに６年間の歩みを終えることができました。 

特に、子吉小学校最後の最上級生として過ごしたこの１年は、運動会や子吉っこフェスティバル等の記念行

事、閉校式、さらには登校班や縦割り活動、委員会等、様々な面で頼もしいリーダーとして活動してくれまし

た。学習・生活・運動面・文化の各方面での輝かしい姿は、下級生が憧れる「かっこいい６年生」でした。 

４月からは中学校という新しいステージに進みます。子吉小学校最後の６年生としての誇りを胸に、それぞ

れの夢に向かって、全力で突き進んでくれることを願っています。 

６年生の皆さん、あらためて、ご卒業おめでとうございます！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕
は
将
来
、
歌
手
に
な
り
た
い

で
す
。
僕
の
歌
を
聞
い
た
人
々

が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
歌
を

歌
い
た
い
で
す
。 

 
池
田  

○
○

私
は
、
将
来
、
人
か
ら
頼
ら
れ

る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
中
学

校
で
は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
道

徳
や
国
語
の
作
者
や
人
物
の

気
持
ち
を
よ
く
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。
　
　
　
植
木
　
○
○

私

は
、
将

来

、
み
ん
な
に

優

し
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人

に
な
り
た
い
で
す

。
中

学

校
で
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
も

前
向
き
な
気
持
ち
で
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。 

大
数
見
　
○
○

僕
は
、
将
来
パ
ン
職
人
に
な

り
た
い
で
す
。
お
い
し
い
パ
ン

が
を
作
れ
る
よ
う
に
、
中
学

校
で
は
家
庭
科
や
数
学
を

頑
張
り
ま
す
。 

落
合
　 

 

○

僕
は
将
来
も
っ
と
優
し
い
大
人

に
な
り
た
い
で
す
。
中
学
校
で

は
、
先
輩
や
後
輩
に
優
し
く

接
し
、
友
情
を
深
め
る
こ
と
を

頑
張
り
た
い
で
す
。 小

幡
　
○
○

僕
は
将
来
、
翻
訳
家
に
な
っ
て

世
界
中
の
人
々
と
話
し
て
み

た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
国
の

人
と
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
英
語
を
し
っ
か
り
頑
張
り

ま
す
。
　
　
　
金
子
　
○
○

僕
は
将
来
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。
バ

ス
ケ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大

切

で
す

。
運

動

会

な
ど
の
行

事

で
、
友

達

と

の
連

携

を
頑

張

り
ま
す

。 

菊
地
　
○
○

僕
の
将
来
の
夢
は
、
パ
ン
職

人
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
中
学
校
で
は
数
学

や
家
庭
科
の
勉
強
を
頑
張

り
ま
す
。 

菊
池
　
○
○

僕

は
将

来

、
プ
ロ
卓

球
選

手
に
な
り
た
い
で
す
。
中
学

校
に
行
っ
て
も
卓
球
部
に

入
り
、
努
力
を
続
け
、
卓

球
も
勉
強
も
両
立
さ
せ
ま

す
。
　
　
　
工
藤
　
○
○

私
の
将
来
の
夢
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
上
手
な
薬
剤
師
に

な
る
こ
と
で
す
。
中
学
校
で

は
、
色
々
な
人
と
の
関
わ
り

を
大
切
に
し
、
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

工
藤
　
○
○

「

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
成
功
の
も

と
」
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
、
中
学
校
で

も
頑
張
り
ま
す
。 

熊
谷
　
○
○

中

学

校

で
は
、
毎

日

、
登

校
す
る
こ
と
を
頑
張
り
ま

す
。 

 

小
松
　
○
○

私

は
、
将

来

誰

に
で
も
親

切
に
し
て
、
感
謝
さ
れ
る
よ

う

な
人
に
な
り
ま
す
。
中

学
校
で
は
周
り
を
よ
く
見

て
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ

ば
す
ぐ
に
助
け
て
あ
げ
た
い

で
す
。
　
　

今
野
　

○
○

僕

の

将

来

の

夢

は

、

Y
O

U
TU

BER

に

な

る

こ
と

で
す

。
中

学

校
で
は
、
も
っ

と

数

学

を

頑

張

っ
て

、

Y
O

U
TU

BER

に
近
づ
い
て
い

き
た
い
で
す 

佐
藤 

 

　
○

「
や
め
な
か
っ
た
人
だ
け
が

続

き

の
景

色

を

知

っ
て
い

る
」
中
学
校
で
は
、
何
事
に

も
恐

れ
ず

、
最

後

ま
で
一

生

懸
命

取

り
組

め
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。
　
　 

佐
藤
　
○
○

「

し
ん
ど
い
時

こ
そ
笑

顔

」

で
す

。
こ
の
言

葉

を

大

切

に
し
、
中

学

校

で
も

、
笑

顔

で
何

事

に

も

前

向

き

に
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。 

菅
原
　
○
○
○

僕

は
、
誰

で
も
助

け
る
人

間

に
な
り

た
い
で
す

。
中

学
校
で
は
、
困
っ
て
い
る
人

が
い
れ
ば
親
切
に
し
た
い
で

す
。 

髙
橋 

 

　
○

僕

は
、
す

し
職

人

に
な
り

た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
い
ろ

ん
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
た
い
で
す
。 

佐
々
木
　
○
○

「
君
は
こ
れ
か
ら
何
度
も
つ

ま
づ
く
。
で
も
、
そ
の
た
び

に
立

ち
直

る
強

さ

を
も
っ

て
い
る
ん
だ
よ
」
中
学
校
で

は
す

ぐ
に
あ

き
ら

め
な
い

で
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。
　

中
村
　

○
○

私

は
、
誰

に
で
も
感

謝

を

も

て
る
人

に
な
り
ま
す

。

中

学

校

で
は
、
先

生

や

友

達

、
家

族

に
感

謝

の
気

持

ち

を

言

葉

で
表

し
、
思

い

や
り
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
頑
張
り
ま
す
。 

齊
藤
　
○
○

私
の
将
来
の
夢
は
美
容
師
に

な
る
こ
と
で
す
。
中
学
校
で

は
、
自
分
か
ら
色
々
な
人
に

話
し
か
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
上
手
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

佐
々
木
　
○
○

僕

の
将

来

の
夢

は
、
シ
ェ
フ

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
中
学

校

で
は
家

庭

科

や

技

術

、

数

学

な

ど

を

頑

張

り

ま

す
。 

佐
々
木
　
○
○

私
は
、
時
間
を
上
手
に
使
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
予
定
を
し
っ
か
り

確
認
し
て
、
テ
ン
ポ
よ
く
生
活

し
て
い
き
ま
す
。 

兵
藤
　
○
○

私
が
中
学
校
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
こ
と
は
、
新
し
い
お

友
達
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。 

。 

小
野
　
○
○

私

は
、
将

来

誠

実

な
人

に

な
り
た
い
で
す
。
勉
強
、
運

動

、
人

間

関

係

な
ど
、
目

の
前

の
こ
と
に
全

力

で
取

り
組
み
ま
す
。 古

屋
　
○
○

僕

の
将
来
の
夢
は
警
察
官

に
な
る
こ
と
で
す
。
み
ん
な

に
頼
り
に
さ
れ
る
警
察
官

に
な
っ
て
、
困

っ
て
い
る
人

に
寄
り
添
い
ま
す
。 

渡
辺
　
○
○

僕
の
将
来
の
夢
は
ユ
ー
チ
ュ

ー
バ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

中
学
校
で
、
漢
字
や
数
学

を
頑
張
り
、
情
報
を
分
析

で
き
る
力

を
付

け
て
い
き

ま
す
。
　

渡
辺
　

○
○
○

私
は
将

来
、
保
育

士
に
な

り
た
い
で
す
。
勉
強
だ
け
で

な
く
、
あ
い
さ
つ
や
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。 

三
浦
　
○
○

私
は
将
来
、
誰
に
で
も
優
し

く
相
手
を
思
い
や
れ
る
素
敵

な
人
に
な
り
た
い
で
す
。
中

学
校
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
助
け
合
っ
て
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。
　

安
田
　

○
○

僕
は
、
将
来
プ
ロ
ゲ
ー
マ
ー
に

な
り
た
い
で
す
。
海
外
の
人
と

プ
レ
ー
す
る
た
め
に
、
英
語
を

頑
張
り
た
い
で
す
。 

 

梅
原
　
○
○


